
(
１

)
 
お

が
さ
わ

ら
丸
船

上
か
ら

の
眺

望
景

観
（

二
見

港
周
辺

の
景

観
）

■
一

番
最

初
に

出
会
う
小
笠
原
の
街
並
み
景
観

○
父

島
が

近
づ

き
、

船
上

か
ら

も
二

見
港

周
辺

の
街

並
み

が
認

識
で

き
る

よ
う

に

な
る

と
、

海
上

自
衛

隊
関

連
の

施
設

を
は

じ
め

、
旧

赤
間

ホ
テ

ル
、

小
笠

原
住

宅
、

発
電

所
施

設
な

ど
が

は
っ

き
り

認
識

さ
れ

る
。

○
一

番
手

前
に

あ
る

自
衛

隊
関

連
の

施
設

群
が

目
立

つ
ほ

か
、

小
笠

原
住

宅
や

旧

赤
間

ホ
テ

ル
な

ど
、

高
さ

の
あ

る
建

物
が

目
立

っ
て

い
る

。

○
ま

た
、

青
色

の
屋

根
な

ど
も

強
く

印
象

付
け

ら
れ

る
。

大
神
山

公
園

【
湾

外
か

ら
の

眺
望

】

【
二

見
港

湾
内

か
ら

清
瀬

～
奥

村
方

面
の

眺
望

】

５ 公共施設の現況及び課題

○
奥

村
湾

岸
部

の
諸

施
設

と
住

宅
棟

、
旧

赤
間

ホ
テ

ル
な

ど
が

ひ
と

ま
と

ま
り

に
つ

な
が

っ
て

見
え

、

人
工

構
造

物
が

作
り

出
す

水
際

の
景

観
に

、
小

笠
原

の
イ

メ
ー

ジ
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

感
じ

る
。

○
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

屋
根

の
エ

メ
ラ

ル
ド

グ
リ

ー
ン

な
ど

は
強

く
印

象
付

け
ら

れ
る

。

■
二

見
港

港
湾

内
部
か
ら
の
眺
望
（
西
町
～
東
町
方
向
）

海
上
自

衛
隊

敷
地

旧
赤

間
ホ

テ
ル

小
笠
原
住
宅

発
電
所
施
設
な
ど

海
上
自
衛
隊
敷
地

●
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
大

き
な

建
物
群

村
役
場

小
笠
原
小
学
校

小
笠
原
中
学
校

大
神
山

神
社

大
神

山
展

望
台

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン
タ
ー

二
見

港
船

客
待

合
所

気
象

観
測

所
施

設

○
い

よ
い

よ
湾

内
に

入
っ

て
く

る
と

、
奥

村
～

清
瀬

～
東

町
・

西
町

を
一

望
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
西

町
・

東
町

方
面

で
は

官
庁

エ
リ

ア
や

学
校

エ
リ

ア
の

大
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
壁

面
が

目
立

っ
て

い
る

。

○
ま

た
、

二
見

港
の

船
客

待
合

所
の

曲
線

を
使

っ
た

建
物

形
状

も
視

認
性

が
高

い
。

○
大

神
山

公
園

の
緑

が
あ

る
部

分
で

は
、

建
物

に
よ

る
イ

ン
パ

ク
ト

が
軽

減
さ

れ
て

い
る

。

【
二

見
港

湾
内

か
ら

の
眺

望
】

■
二

見
港

港
湾

内
部
か
ら
の
眺
望
（
清
瀬
～
奥
村
方
向
）

旧
赤
間
ホ
テ
ル

発
電
所
施
設
な
ど

福
祉

セ
ン

タ
ー

小
笠
原
住
宅

●
壁
面
の
連
続

眺
望
上
の
評
価

眺
望
上
の
評
価

眺
望
上
の
評
価

職
員

住
宅

（
教

職
員

等
）

都
立
高

等
学

校

●
背

の
高

い
建

物
や

縦
方

向
の

つ
な
が
り
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合
同
庁
舎



(
２

)
 
お

が
さ
わ

ら
丸
船

上
か
ら

の
眺

望
（

大
村

海
岸

周
辺
の

景
観

）

【
大

神
山

展
望

台
か
ら
西
町
・
東
町
を
望
む
】

○
大
神
山

展
望
台

（
神
社

上
方
）

か
ら
眺

め
る
西
町
・

東
町
は

、
各

種
公

共
施

設
を

は
じ

め
と

し
た

建
物

が
集

中

し
た
人

工
的
な

風
景
と

な
っ
て

い
る
。

○
そ
の
中

で
、
大

神
山
公

園
の
緑

が
海
岸

と
の
間
の
バ

ッ
フ
ァ

ー
ゾ

ー
ン

と
し

て
効

い
て

い
る

。

大
神
山

公
園

【
青

灯
台

堤
防

橋
か
ら
海
岸
沿
い
を
望
む
】

【
自

衛
隊

敷
地

内
か
ら
海
岸
沿
い
を
望
む
】

大
神

山
公

園

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

小
笠
原
気
象
観
測
所

自
衛

隊
施

設

自
衛

隊
施

設

気
象

観
測
所
施
設

墓
苑

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

小
笠

原
支

庁
所

管
の

倉
庫

小
笠
原
村
役
場

眺
望

上
の

評
価

眺
望
上
の
評
価

墓
苑
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○
父

島
の

中
で

一
番

身
近

な
浜

辺
の

景
観

○
大

神
山

公
園

の
緑

が
途

切
れ

た
場

所
に

あ

る
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
と

気
象

観
測

所
施

設
の

視
認

性
が

高
い

。

○
自

衛
隊

施
設

は
海

岸
と

の
間

に
緑

地
や

オ

ー
プ

ン
ス

ペ
－

ス
が

あ
る

た
め

、
余

り
目

立
っ

て
い

な
い

。



(
３

)
 
赤

灯
台
か

ら
の
眺

望
（

ト
ビ

ウ
オ

桟
橋

周
辺

の
景

観
）

■
水

道
施

設
（

配
水

タ
ン
ク
）

■
火
力
発
電
所
～
施
設

群
に
よ

る
無
機

質
な
風

景
～

■
屏

風
谷

長
大

護
岸
～
違
和
感
の
あ
る
人
工
構
造
物
～

眺
望

上
の

評
価

○
前
後
の

建
築
が

重
な
っ

て
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
あ

る
建

築
○

水
際

の
風

景
に

な
じ

ま
な
い

建
築
群

○
後
背
の

山
並
み

の
中
で

屋
根
の

色
に
違
和
感

を
感
じ

る
。

○
旧
赤

間
ホ

テ
ル

や
小

笠
原

住
宅

な
ど

が
周

囲
の

街
並

○
小

笠
原

の
水

際
部

の
景

観
と

し
て

は
な

じ
ま

な
い

印

群
と
な

り
、
後

背
の
山

並
み

を
分

断
し

て
見

え
る

。
み
か

ら
突

出
し

た
存

在
と

し
て

認
識

さ
れ

る
。

象
を

受
け

る
。

（
形

態
、

素
材

感
な

ど
）

○
ガ
ラ
ス

や
ス
チ

ー
ル
フ

レ
ー

ム
、

鉄
塔

な
ど

の
人

工
○

施
設

が
集

積
し

て
大

き
な

壁
面

と
し

て
認

識
さ

れ
る

。

素
材
感

が
集
中

【
水
産
セ
ン
タ
ー
付
近
】

【
埠

頭
エ
リ
ア
】

【
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

【
奥
村
エ
リ
ア
】

【
湾

岸
部

の
施

設
エ
リ
ア
】

○
山
間
の

木
々
の

合
間
に

設
置

さ
れ

て
は

い
る

が
、
輝

度
の
高

い
シ
ル

バ
ー

の
塗

装
が

眺
望

上
目
立

っ
て
い

る
。

○
屏
風
谷

の
足
下

に
あ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
の

道
路
護

岸
は
、

周
囲

の
岩

肌
景

観
の

中
で

異
質

な
人

工
構

造
物
と

し
て
認

識
さ

れ
る

。

○
海

岸
近

く
に

立
地

し
て

い
る
こ

と
と
、

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ウ
ォ

ー
ル
や

施
設
壁

面
等
が

あ
ら
わ
に

な
っ

て
い

る
こ

と
で
、

景
観
上

に
強
い

イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え

て
い
る

。

グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス

【
赤

灯
台

か
ら

清
瀬

～
奥
村
方
面
を
望
む
】

福
祉
セ
ン
タ
ー

水
道

施
設

（
配

水
タ

ン
ク

）
小
笠
原
高
校

旧
赤
間
ホ
テ
ル

二
見

港

小
笠

原
住

宅

屏
風

谷

水
産
セ
ン
タ
ー

国
有

地
内

の
倉

庫
・
飯
場
小
屋
群

海
洋

セ
ン

タ
ー

■
海
洋
セ
ン
タ
ー
～
突
出
し
た
色
彩
～

○
施

設
自

体
の

規
模

は
大

き
く

な
い

が
、

屋
根

部
分

の
オ

レ
ン

ジ
色

の
塗

装
が

強
く

、
周

囲

の
色

環
境

に
も

な
い

色
味

の
た

め
、

遠
景

に

お
い

て
も

強
く

認
識

さ
れ

る
。

屏
風

谷
の

落
石

防
止

フ
ェ

ン
ス
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職
員

住
宅

高
い

位
置

に
あ

る
屋

根
の

色
職
員
住
宅
（
教
職
員
等
）



(
４

)
大

神
山
パ

ノ
ラ

マ
展

望
台

か
ら

の
3
6
0
°
眺

望
そ

の
１

（
清

瀬
～

奥
村

エ
リ
ア

の
俯

瞰
景

観
）

■
小

笠
原

住
宅

ア
・
イ

資
材

置
き

場
な

ど

【
清

瀬
住

宅
エ

リ
ア

の
景

観
】

○
同

じ
よ

う
な

陸
屋

根
の

建
物

形
状

や
白

っ
ぽ

い
色

彩
が

集
中

し
て

い
る

こ
と

で
、

後
背

の
斜

面
林

の
中

で
違

和
感

を
感

じ
る

存
在

と
な

っ
て

い
る

。

○
特

に
、

明
る

い
青

屋
根

は
、

周
囲

の
色

環
境

に
は

な
い

色
味

で
あ

り
、

強
く

目
を

引
い

て
し

ま
う

。

○
敷

地
周

辺
を

囲
む

緑
も

少
な

く
、

周
り

の
環

境
と

な
じ

ん
で

い
な

い
。

【
西
町
・
東
町
エ
リ
ア
の

眺
望

】

■
小
笠
原
住
宅

ウ
■

職
員

住
宅

○
個
々
の

住
棟
は

４
層

程
度

に
抑

え
ら

れ
て

い
る

が
、

板
状

の
建

物
形

状
や
住

棟
が
集

中
し
て
い
る

こ
と
、

斜
面
地

を
切
り

開
い
た

造
成
宅
地
で

あ
る
こ

と
な
ど

か
ら

、
視

認
性

が
高

ま
っ

て
い

る
。

○
各
住
棟

の
壁
面

な
ど

は
無

彩
色

に
な

っ
て

い
る

が
、

住
棟

が
連

続
し

て
見
え

て
く
る

こ
と
で
、
大

き
な
建

築
ボ
リ

ュ
ー
ム

と
し
て

感
じ
ら
れ
る

。

○
各
敷
地

周
辺
を

囲
む

よ
う

な
緑

が
少

な
い

た
め

、
大

き
な

ド
ラ

イ
な

面
が
見

え
て
い

る
。

○
特
に
職

員
住
宅

の
青

い
屋

根
に

つ
い

て
は

、
周

り
の

自
然

の
色

彩
環

境
の
中

で
突
出

し
て
見
え
て

い
る
。

（
小
笠

原
住
宅

ア
な
ど

は
、
比
較
的

周
囲
の

色
彩
に

溶
け

込
ん

で
い

る
。

）

○
多
く
の

公
共
施

設
が

集
中

し
て

い
る

地
区

で
も

あ
り

、
全

体
的

に
白

っ
ぽ
い

人
工
物

の
連
続
と
し

て
認
識

さ
れ
る

。

眺
望

上
の

評
価

■
職
員
住
宅

【
大

神
山

パ
ノ

ラ
マ
展
望
台
か
ら
宮
之
浜
～
西
町
・
東
町
方
面

を
望
む

】

【
大

神
山

展
望

台
か
ら
西
町
・
東
町
方
面
を
望
む
】

屏
風

谷

二
見

港

境
浦

扇
浦

洲
崎

大
根
山

船
見
山

中
学
校

小
学
校

小
笠
原
支
庁

■
小
笠
原
住
宅
ア

○
西
町
～

東
町
エ

リ
ア

は
、

庁
舎

建
築

物
を

は
じ

め
、

小
・

中
学

校
な

ど
、
大

型
建
築

物
が
集
中
し

て
お
り

、

俯
瞰
景

観
に
お

い
て

も
連

続
す

る
人

工
要

素
群

と
し

て
視

認
さ

れ
て

く
る
。

○
低

層
で

は
あ

る
が

、
分

節
化

さ
れ

て
い

な
い

建
物

長
や

、
緑

化
修

景
さ

れ
て

い
な

い
駐

車
場

、
大

き
く

切
り

立
っ

た
宅

盤
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

面
な

ど
が

景
観

面
に

与
え

て
い

る
影

響
は

大
き

い
。

船
見
山

三
日
月
山

清
瀬

小
笠

原
住

宅
ウ

小
笠

原
住

宅
職

員
住

宅
小

笠
原

住
宅

イ

診
療

所

小
笠
原
住
宅
ア

職
員

住
宅

連
続

し
て

認
識

さ
れ

る

ふ
か

ん
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奥
村

二
見
港

大
根

山

扇
浦

屏
風
谷

洲
崎

境
浦

周
囲

か
ら

浮
き

立
つ

存
在

感

集
積
し
て
い
る
こ
と
で
大
壁
面
を
形
成

違
和
感
を
与

え
る

色
彩

ゾ
ー

ン

(
５

)
大

神
山

パ
ノ

ラ
マ

展
望

台
か

ら
の

3
6
0
°

眺
望

そ
の

２
（

清
瀬

～
奥
村

エ
リ
ア

の
俯
瞰

景
観

）

■
福

祉
セ

ン
タ

ー
～
突
出
し
た
色
彩
～

【
火

力
発

電
所

エ
リ

ア
の

景
観

】
○

施
設

が
集

積
し

て
い

る
こ

と
で

大
き

な
壁

面
と

し
て

認
識

さ
れ

る
。

○
こ

の
辺

り
は

植
栽

も
少

な
く

、
遠

景
で

は
ド

ラ
イ

な
空

間
と

し
て

認
識

さ
れ

る
。

【
奥
村
平
場
エ
リ
ア

旧
赤
間
ホ
テ
ル
～
小
笠
原
住
宅
付
近
の
景

観
】

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン

ス
～

福
祉

セ
ン

タ
ー

エ
リ

ア
の

景
観

】

福
祉

セ
ン

タ
ー

旧
赤

間
ホ

テ
ル

（
役

場
倉

庫
）

火
力
発
電
所

小
笠

原
住

宅配
水
タ
ン
ク

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 屏

風
谷
長
大
護
岸

【
大

神
山

パ
ノ

ラ
マ

展
望
台
か
ら
清
瀬
方
面
を
望
む
】

■
小
笠
原
住

宅
～

周
囲

か
ら

浮
き

立
っ

た
ボ
リ

ュ
ー
ム

～
■
旧
赤
間
ホ
テ
ル
（
役
場
倉
庫
）

～
周
囲
か
ら
突
出
し
た
色
彩
・
高
さ
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
～

○
低
層
で

、
ボ
リ

ュ
ー
ム

と
し

て
も

適
宜

、
分

割
が

施
さ
れ

て
い
る

。
ま
た

、
壁

面
部

分
を

ア
ー

ス
カ

ラ
ー
に

抑
え
る

な
ど
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

○
屋
根
部

分
の
塗

装
色
が

景
観

的
に

突
出

し
て

見
え

、

特
に
、

近
く
に

あ
る
高

校
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
フ

ェ
ン

ス
の
グ

リ
ー
ン

と
類
似

し
て

お
り

、
連

続
し

て
見

え
る
こ

と
で
、

よ
り
景

観
上

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
強

ま
っ
て

い
る
。

○
平

場
に

整
備
さ

れ
て
い

る
５
層

の
板
状

住
宅

○
色

彩
的

に
も
形

態
的
に

も
特
に

強
く
主

張
す
る
存
在

に
は
な

っ
て
い

な
い
が

、
周
囲

が
開
放
的
な

空
間

で
、
小
さ

な
ボ
リ

ュ
ー
ム

の
建
物

が
多
い
た
め

、
眺
望

上
、
視

認
さ
れ

や
す
く

な
っ
て
い
る

。

○
特

に
、

周
囲
に

緑
が
不

足
し
て

い
る
た

め
、
足
下
の

駐
車
場

な
ど
も

含
め
て

、
ド
ラ

イ
な
エ
リ
ア

と
し

て
認
識
さ

れ
や
す

い
。

○
周

囲
に

高
い

建
物

が
な

い
こ

と
と

、
背

面
が

丘
陵

部
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

ボ
リ

ュ
ー

ム
的

に
も

突
出

し
て

見
え

て
い

る
。

○
ま

た
、

背
後

の
緑

地
と

の
比

較
の

中
で

、
白

い
壁

と
パ

ラ
ペ

ッ
ト

部
分

の
エ

ン
ジ

色
が

浮
き

立
っ

て
い

る
。

○
周
囲
の

低
層
で

小
規
模

な
建
築

ボ
リ
ュ

ー
ム
の
空
間

の
中
で

、
抜
き

出
た
建

物

高
さ
や

壁
面
の

大
き
さ

が
目
に

つ
く
。

○
特
に
小

笠
原
住

宅
足
下

辺
り
は

植
栽
も

少
な
く
、
遠

景
で
は

ド
ラ
イ

な
空
間

と

し
て
認

識
さ
れ

る
。

○
福
祉
セ

ン
タ
ー

の
屋

根
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
フ

ェ
ン

ス
の

緑
系

の
色

彩
が

強
く
視

認
さ
れ

て
い

る
。

眺
望

上
の

評
価

ふ
か

ん

職
員

住
宅

（
教

職
員

等
）

都
立
高
等
学

校
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(
６

)
三

日
月
山

か
ら
の

眺
望

（
西

町
・

東
町

エ
リ

ア
の

俯
瞰
景

観
）

■
Ｎ

Ｔ
Ｔ

Ｎ
Ｔ
Ｔ

【
西
町
・
東

町
の

官
庁

通
り

の
景

観
】

○
主
要
な

公
共

施
設

が
集

積
し

て
お

り
、

そ
の

大
き

な
屋

根
面

が
目

立
っ

て
い

る
。

○
全
体
的

に
人

工
的

な
要

素
が

多
い

西
町

・
東

町
の

中
に

あ
っ

て
、

大
神

山
公

園
や

三
角
広

場
の

緑
は

、
ド

ラ
イ

な
印

象
を

和
ら

げ
る

効
果

を
持

っ
て

い
る

。

【
清
瀬
～
宮
之
浜
の
住

宅
地

景
観

】

■
小
笠
原
支

庁
舎

■
村

役
場

○
平
地
部

か
ら
は

見
え
て

こ
な

い
が

、
高

台

か
ら
の

眺
望
に

な
る
と

意
外

に
目

に
つ

く
。

○
清
瀬
か

ら
宮
之

浜
地

区
に

は
学

校
施

設
や

小
笠

原
住

宅
な

ど
の

ボ
リ

ュ
ー
ム

の
大
き

な
建
物
が

集
ま
っ

て
建
っ

て
い

る
た

め
、

大
き

な
人

工
的

な
壁

面
と

し
て

認
識

さ
れ
て

い
る
。

○
そ
の
中

で
、
周

囲
の

色
環

境
に

な
い

屋
根

の
色

等
は

目
を

引
い

て
い

る
。

眺
望

上
の

評
価

■
小

笠
原
小
学
校
・
中
学
校

【
三

日
月

山
か

ら
二
見
港
周
辺
を
望
む
】

屏
風
谷
護
岸
擁
壁

二
見
港

境
浦

扇
浦

海
洋
セ
ン
タ
ー

大
根

山

大
神
山
神
社

総
合
庁
舎

旧
赤

間
ホ

テ
ル

都
立
小
笠
原
高
校

奥
村

兄
島

小
笠
原
小
学
校

海
上

自
衛

隊

気
象

庁
小

笠
原

気
象

観
測

所

村
役

場

郵
便
局

大
神
山
公
園

小
笠

原
会

館
小

笠
原

支
庁

○
斜

面
地

形
に
う

ま
く
沈

み
込
む

よ
う
に

造
ら

れ
て

い
る

が
、

俯
瞰
景

観
の
中

で
は
屋

根
な

ど
が

大
き

く
見

え
て
く

る
。

○
３
棟
に

分
棟
し

て
い
た

り
、
勾

配
屋
根

に
す
る

な
ど
の

工
夫
が

見
ら
れ

る
が
、

大
き
な

屋
根
面

は
目
立

つ
。
特

に
退
色

し
た
屋

根
色
は

課
題
。

清
瀬

宮
之
浜

東
町

西
町

小
笠
原
中
学
校

大
神

山
公

園
三
角
広
場

小
笠

原
住

宅

発
電

所
施

設
な
ど

ふ
か

ん

○
山

裾
の

高
台

に
あ

り
、

東
西

軸
方

向
に

長
い

建

物
形

状
は

、
平

地
側

か
ら

も
山

頂
か

ら
も

共
に

よ
く

見
え

て
く

る
。
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(
７

)
ま

ち
中
の

見
通
し

景
観

（
平

場
か

ら
目

に
つ

く
要

素
）

【
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ
ー
方
面
か
ら
都
道
交
差
点
方
面
を
望
む
】

資
材

置
き

場
な

ど

【
村

道
の

見
通

し
景
観
】

○
ゆ

っ
た

り
と

し
た

幅
員

の
道

路
の

た
め

、
開

放
的

な
景

観
に

な
っ

て
い

る
。

○
し

っ
か

り
と

し
た

街
路

樹
が

な
い

た
め

、
沿

道
の

公
共

施
設

が
あ

ら
わ

に

見
え

る
。

○
都

道
の

左
右

で
建

物
の

色
彩

や
形

態
が

異
な

っ
て

お
り

、
シ

ー
ン

と
し

て

の
ま

と
ま

り
が

感
じ

ら
れ

な
い

。

○
村
道
前

面
に
使

用
さ

れ
て

い
る

舗
装

材
（

メ
ト

ロ
レ

ン
ガ

）
は

、
強

く
主
張

す
る
色

彩
の
た
め
、

落
ち
着

き
の
な

い
騒
が

し
い
景

観
に
な
っ
て

い
る
。

○
観
光
客

が
利
用

す
る

ペ
ン

シ
ョ

ン
や

店
が

多
く

立
地

す
る

村
道

沿
い

が
、
境

界
の
緑

の
無
い
青
空

駐
車
場

と
し
て

利
用
さ

れ
て
い

る
こ
と
で
、

ド
ラ
イ

な
印
象

を
受

け
る

と
と
も

に
、
来

訪
者

を
迎

え
る

空
間

と
し

て
は

、
ふ

さ
わ

し
く

な
い

風
景
に

な
っ
て

い
る
。

【
支

庁
前

か
ら

都
道

交
差

点
方

面
を
望

む
～
官

庁
通
り
】

眺
望
上
の
評
価

眺
望

上
の

評
価

小
笠

原
総

合
庁

舎

駐
車
場

駐
車

場

小
笠

原
村

役
場

小
笠
原
総
合
庁
舎

商
工
会
議
所

小
笠

原
村

役
場
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(
８

)
母

島
の
主

要
な
眺

望
景

観
（

は
は

じ
ま

丸
か

ら
の

眺
望

）

■
一

番
最

初
に

出
会
う
母
島
の
街
並
み
景
観

【
母

島
沖

港
湾

内
か

ら
の

眺
望

】

○
海

岸
沿

い
の

緑
が

あ
る

こ
と

で
、

支
庁

な
ど

、
海
岸

沿
い
に

建
ち
並

ぶ
建
物

を
う
ま

く
な
じ
ま
せ

て
い
る

。

○
水

際
景

観
の

中
で

、
し

尿
中

継
ポ

ン
プ

所
施

設
と
コ

ン
ク
リ

ー
ト
護

岸
が
、

景
観
的

に
な
じ
ん
で

い
な
い

。

○
評

議
平

の
斜

面
に

施
さ

れ
た

落
石

防
止

ネ
ッ

ト
が
目

立
っ
て

い
る
。

資
材

置
き

場
な

ど

船
客
待
合
所 小
笠
原
住
宅

元
地

集
落

の
ま

ち
な

み

○
水
際
線

と
山
並

み
か

ら
な

る
自

然
な

眺
望

景
観

を
分

断
し

、
損

な
う

よ
う

な
大

ボ
リ

ュ
ー

ム
の

施
設

や
工

作
物

は

ほ
と
ん

ど
な
い

。

小
・

中
学

校
小
・
中
学
校

ロ
ー

ス
記

念
館

小
笠
原
住
宅

小
笠
原
住
宅

落
石

防
止

ネ
ッ

ト
し

尿
中

継
ポ

ン
プ

所

支
庁

小
笠

原
住

宅
漁

業
関

連
施

設
船
揚
場

眺
望

上
の

評
価

眺
望

上
の

評
価
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(
９

)
母

島
の
主

要
な
眺

望
景

観
（

高
台

か
ら

の
眺

望
）

■
小

剣
先

山
展

望
台
か
ら
ま
ち
中
を
見
下
ろ
す

【
高

台
か

ら
の

見
下

ろ
し

眺
望

】

○
谷

間
の

平
場

か
ら

沖
港

ま
で

の
空

間
の

中
に

コ
ン
パ

ク
ト
に

ま
と
ま

っ
て
い

る
。

○
ほ

と
ん

ど
が

低
層

の
建

築
物

で
あ

り
、

眺
望

（
俯
瞰

）
景
観

上
、
大

き
な
影

響
を
与

え
る
よ
う
な

も
の
は

見
ら
れ

な
い
。

（
特

に
小

笠
原

住
宅

は
大

き
な

板
状

の
建

築
物

で
は
な

く
、
分

節
化
さ

れ
て
い

る
こ
と

で
景
観
上
の

影
響
が

抑
え
ら

れ
て
い

る
。
）

○
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
大

き
な

建
築

物
と

し
て

は
小

学
校
・

中
学
校

が
あ
る

。

○
民

間
事

業
所

の
資

材
置

場
や

宅
地

造
成

に
伴

う
長
大

な
コ
ン

ク
リ
ー

ト
擁
壁

な
ど
、

修
景
が
必
要

な
箇
所

が
見
ら

れ
る
。

沖
港

小
笠
原
住
宅

グ
ラ
ウ

ン
ド

小
学

校
・

中
学

校

造
成

法
面

支
庁

資
材

置
場

な
ど

眺
望

上
の

評
価
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